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大
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四
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六
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第
三
種
饗
物
難
吉
二
＋
五
昂
剥
渠
（
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颪
百
霧
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京
都
哲
學
會
規
則

第
一
條
　
本
會
ヲ
京
都
哲
學
會
ト
構
ス

餓
謝
二
悠
…
　
本
衛
ロ
バ
廣
義
二
漁
於
ケ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
ー
ハ
並
縣
及
ヲ
以
テ
扇
的
｝
ス

第
三
條
本
會
ハ
三
唱
ノ
目
的
ヲ
蓮
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
業
エ
仔
フ

　
　
一
、
毎
月
一
画
研
究
會
ヲ
開
〃

　
　
｝
、
毎
年
公
開
講
演
倉
ヲ
開
ク

　
　
一
、
毎
月
一
回
…
哲
彫
丁
研
究
ヲ
獲
門
灯
ス

第
四
條
　
本
會
事
務
所
ヲ
京
都
帝
國
大
學
文
學
都
内
二
羅
ク

r
第
五
條
　
本
樹
掃
ノ
事
業
ヲ
経
螢
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
提
〃

　
　
一
、
委
員
（
若
干
名
）
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
哲
學
科
敏
官
及
委
員
會
二

　
　
　
　
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
者
ヲ
以
テ
之
二
充
ソ

、
　
　
一
、
書
記
（
一
名
）
委
M
貝
合
昌
二
於
テ
鋸
咽
託
ス

第
六
條
　
本
會
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
者
郭
匠
人
ニ
チ
モ
愈
員
タ
ル
づ
ト
ヲ
得

　
三
校
、
圓
書
館
、
教
育
倉
、
其
他
ノ
團
縢
ハ
其
醐
盤
ノ
名
ヲ
以
テ
入
會
ス

　
ル
コ
ト
ヲ
尋

　
　
　
　
　
ξ

第
七
條
　
倉
員
ハ
會
費
ト
シ
テ
年
天
圓
、
前
後
二
期
二
分
チ
テ
前
納
ス
ベ
キ

　
モ
ノ
ト
ス

第
八
加
除
　
禽
”
員
ハ
本
命
”
ノ
諸
押
糎
ノ
三
岡
A
μ
二
三
席
叩
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、
且
ソ
麟
糀
訟
融

　
『
哲
學
研
究
』
ノ
配
付
ヲ
受
〃

第
九
條
　
本
會
規
則
ノ
改
正
攣
更
ハ
委
員
會
ノ
決
議
二
依
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
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盒
璋

出
口

一
、
本
四
へ
入
舎
希
二
者
ハ
京
都
市
西
洞
院
七
條
南
内
外
出
版
印
刷

　
株
式
倉
証
内
京
都
哲
學
倉
宛
テ
ニ
規
定
ノ
曾
費
（
前
表
紙
幅
ニ

　
ア
η
）
御
納
付
ノ
上
御
申
込
被
下
渡
候

一
、
會
員
ニ
シ
テ
轄
居
入
退
會
等
（
編
韓
事
務
以
外
ノ
一
切
）
ノ
事
務
ハ

　
内
外
綴
㍑
朕
印
…
刷
株
式
命
口
祉
内
山
駅
戴
即
哲
學
命
月
へ
御
慰
迦
臥
知
判
被
下
度
候

、
愈
費
ハ
振
替
口
座
大
阪
三
〇
六
六
蕊
番
　
内
外
隅
版
印
刷
粧
式

　
會
三
内
京
都
哲
學
會
宛
テ
ニ
御
彿
込
被
下
士
候

一
、
前
金
切
ソ
ノ
場
合
ハ
帯
封
二
「
前
金
切
」
ノ
印
章
抑
捺
致
ス
ベ
キ

　
ニ
付
直
二
御
三
込
下
サ
ソ
度
候

一
、
本
誌
ノ
編
輯
土
關
ス
ル
通
信
及
紹
介
・
新
刊
書
・
寄
州
雑
誌
等
ハ

　
凡
テ
本
倉
宛
テ
ニ
乱
獲
逡
被
四
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
畷
酵
東
都
哲
學
會

倉
員
に
あ
ら
ざ
る
購
誼
者
の
二
陣
文
及
び
廣
告
に
開
す
る
件
採

内
外
出
版
印
刷
…
縁
．
式
盒
融
就
へ
御
乳
∴
込
下
さ
れ
’
度
候

本
誌
の
御
註
文
ほ
す
、
べ
て
代
金
郵
税
無
盆
剛
金
に
て
御
逡
り
下
さ

れ
戴
く
候

、
振
替
貯
金
に
て
御
逡
金
の
際
ほ
（
振
替
京
都
．
三
九
三
剛
番
大
蕨

三
九
幽
闇
＝
番
東
京
三
九
三
口
番
）
内
外
掛
版
上
棚
株
式
倉
祉
宛

に
願
上
候

特
に
幽
幽
書
及
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臨
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郵
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隠
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編
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京
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學
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内
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郎
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寡
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本

糺
京
都
雫
京
透
蚕
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徳
望
内
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出
版
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（
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京
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費
捌
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（
大
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（
神
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京
都
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騎二二

菊
判
上
製
四
剛
六
頁

定
便
ヨ
・
O
O
　
綴
織
。
三
三

哲
墨
古
典
叢
書
　
美
學
論
集
下
ゲ
ー
テ
と
並
び
繕
せ
ら
れ
る
偉
大
な
詩
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
カ
ン
ト

哲
學
の
紅
海
者
と
吊
せ
ら
れ
た
シ
ラ
ー
の
美
學
論
文
が
、
藝
術
謝
恩
創
と
哲
學
的
思
索
を
兼
ね
備
へ
て
る

る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
シ
ラ
ー
に
於
い
て
ほ
ど
、
「
美
し
き
魂
」
と
學
者
と
が
幸
幅
な
結
合
を
と
げ
て
み

る
こ
と
は
稀
有
で
あ
る
。
詩
人
哲
人
た
る
彼
に
し
て
始
め
て
直
観
の
艦
系
化
が
可
能
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
シ
ラ
ー
の
美
學
論
文
の
つ
き
せ
ぬ
魅
力
．
が
ひ
そ
ん
で
み
る
。
特
に
、
美
と
藝
術
と
が
人
間
性
の
完

成
に
と
っ
て
、
ひ
い
て
は
理
想
的
國
家
肚
會
の
建
設
に
と
っ
て
、
如
何
に
重
要
な
役
割
を
持
つ
か
を
明
ら

か
に
し
た
「
美
的
敢
育
書
翰
し
は
、
常
に
人
類
の
文
化
の
行
手
を
照
ら
す
不
滅
の
炬
火
で
あ
る
。
こ
れ
と

並
ん
で
シ
ラ
ー
の
二
大
論
文
の
一
な
る
「
素
朴
文
學
と
情
感
文
．
學
に
つ
い
て
」
は
、
古
代
云
云
と
近
代
文

學
の
差
異
の
本
質
を
摘
出
し
、
素
朴
的
情
威
的
と
い
ふ
藝
術
上
文
化
史
上
の
墓
礎
概
念
を
得
、
そ
れ
に
よ

っ
て
情
威
的
な
近
代
文
學
の
特
質
と
使
命
と
位
置
と
を
明
ら
か
に
し
た
翼
に
劃
期
的
著
作
で
あ
っ
て
、
古

今
東
西
の
文
學
論
中
最
も
精
彩
と
狸
創
に
富
む
も
の
と
い
へ
る
。
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